
ＴＫ正人の業界コラム･･･【左目は千里眼】（2021 年 12 月 14 日）・・・【フリーコラム】 

タイトル～＜【Ｐ真・北斗無双 Re:319ver.】への代替への信頼度は？＞ 

■やっと、頭の中も「２０２２年モード」に突入かなぁ（汗）。 

さて、１２月も半ばになり、今年も残すところ僅かとなりました。 

今年の経済も「コロナ禍の影響」が大きく問い沙汰されたものの、それも「やや収まりつつある」気配も相まって、「街

はクリスマスモード」に突入し、人の流れも活発になり、２０２２年を迎える心情になって来たような気がします。 

さてそんな中、パチンコ業界は【１月撤去問題】でザワザワしつつも、ホール様も『粛々と準備を進めている』状況かと

思います。 

【パチンコ撤去問題】に際して、最大の懸念となっていた＜海物語シリーズ＞への対応は『ほぼ完了した』と思われ、

残すは＜ＣＲ花の慶次～漆黒＞と、＜ＣＲ真北斗無双ＦＷＮ＞の撤去時期を迎えます。 

今回のコラムでは、辺りそのポイントを検証してみたいと思います。 

 

■＜ＣＲ真北斗無双ＦＷＮ＞と＜Ｐ真北斗無双ＦＷＱＧ＞のスペック比較。 

●先ずは＜変更無し＞の部分について。 

・【本体枠】及び【盤面】及び【ゲージ】及び【演出面】は、ほとんど変更無し。 

・【特賞確率】は、共に「1/319.7」･･･で変更無し。 

・【連チャン仕様】は、共に「ST=130 回転」･･･で変更無し。 

・【確変突入率】は、共に「50.0%」･･･で変更無し。 

・【初回当り出玉】は、共に「6R=900 個」･･･で変更無し。 

・【通常大当り後の時短】は、共に「100 回転時短」･･･で変更無し。 

・【ＳＡ値】は、初代も今作も「SA=21～22 回」･･･で変化無し。 

･･･と、ココまでは『基本的設計に変更を加えていない』 

 

●次に＜変更された点＞について。 

・【高確率】は･･･「1/81.2」⇒「1/71.1」にアップ！ 

・【継続率】は･･･高確率変更に共に、「80.0%」⇒「84.1%」にアップ！ 

・【最大出玉】は･･･規則改正で「16R=2,400 個」⇒「10R=1,500 個」にダウン。 

・【最大出玉占有率】は･･･「16R 確変=50%」⇒「10R 確変=70%」にアップ！ 

･･･と、規則改正に伴い、【ＲＵＳＨ出玉面】を中心に大きく変更されている。 

 

■初代「真北斗無双」になり替わり、集客と稼働の行方は？ 

「CR 真北斗無双ＦＷＮ」の設置台数は、「１１月末現在で、６万台程度」と推測される。 

対して、１２月５日週から【Ｐ北斗の拳９闘神ＧＦＧ】が「２．５万台」リリースされているが、【ＣＲ真北斗無双】の撤去は、

『（全国）5、０００台程度の減少に留まっている』と見受けられる。 

そんな現状の中、そして今回コラム注目している当該機種【Ｐ真北斗無双ＦＷＱＧ（Ｒｅ：３１９ver.）】のリリース予定が、

「１月末＝２０，０００万台」程度のリリースと目されており、その動向が気になるところでもある。 

いずれにしても、１月末に『ＣＲ真北斗無双の５万台撤去が待っている』事には変わりない。 



■【Ｐ真北斗無双ＦＷＱＧ】の稼働の敵は、【ＣＲ機の記憶】になる。 

２０１６年春の設置から「約６年間」近くの稼働を支えてきた「旧規則機の北斗無双」だが、それだけの『長期設置があ

った』と言う事は、ユーザーにとっては『とてつもない数の、勝ち体験がある』と言う事になる。（負け体験の記憶はス

ルーですけどね）。つまり、【２０２２年２月以後】の新機種「Re:319Ver.]の最大の敵は、既に存在していない機種の＜

過去の成功体験＝勝ち体験の記憶＞と言う事になります。 

 

これは＜ＣＲ花の慶次～漆黒＞や＜ＣＲダンバイン＞等でも同様の事になるのですが･･･ 

『２，４００個当りが･･･』とか、『スペックが云々･･･』とか、『新機種の演出は･･･』とか、そう言う問題では無く、単に『ユー

ザーが持っている【過去の成功体験の記憶】ＶＳ【現状の負け体験】として、遊技機批判に繋がると言う事になります 

そして、その【ユーザーの過去の勝ち体験】と勝負するには、【今の機種の勝ち体験】を感じてもらう他にない事も現

実であり、特に今回の様な「同じ様なコンテンツ機種」の場合、『旧ＣＲ機が無くなったから、新しいＰ機仕様機を打つ』

と言う「単純なユーザー移行」は、非常に困難であり、結果【導入ホールの運用が非常に重要】となります。 

 

特に『新しいコンテンツとしては成立していない』新機種の【Ｐ損北斗無双ＦＷＱＧ】に関しては、＜ＣＲ花の慶次～漆

黒＞よりもハードルは高く、少なくとも【＜旧ＣＲ北斗無双＞と同等の玉粗利での運用】が、稼働維持の為の【最低条

件】となるでしょう。 

 

■最後に【ＣＲ真北斗無双ＦＷＮ】の、現在の運用実績を再確認しておく。 

営業成績では･･･【平均アウト＝１２，０００個】、【玉単価＝１．９円】  

運用状況では･･･【Ｂ＝２１％】、【有効Ｓ＝５．２５回】、【玉粗利＝０．２２円】 

ちなみに、優秀機種である証明としての「稼働累計粗利」は、なんと『８００万～１，０００万円』と言う事である。 

 

『重要な事は･･･【Ｂ＝２１％】と言う数字である』！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜このコラムは、無料コンテンツ に該当しております。情報共有可としますが、転載・改ざん等はお控えください＞ 

＜また、文章・資料等の所有権は、「有限会社トータル・ノウ・コネクションズ」に帰属いたします＞ 



 ＴＫＣ～【出張法人セミナー】のご案内  
「ＴＫＣセミナー」は、基本的に「単一法人様」または「団体」での勉強会となります。 

各法人・団体様の意向を踏まえ、内容はカスタマイズさせて頂きます。 

※組合様等の場合、内容にて摺り合せが必要な場合がございますので、ご相談させて頂く事となります。 

 

＜日 時＞：ご依頼会社様の希望とのご相談の上、決定させて頂きます 

＜場 所＞：ご依頼会社様にて、手配をお願い致します。 

        ※関西エリアにおいては「大阪元町・スリーストン大阪営業所」開催は可能（概ね１５名まで） 

＜時 間＞：「１日＝４～５時間」が基本となります。（休憩含む拘束時間です） 

＜費 用＞：基本価格～ となります。 

＜内 容＞：ご依頼会社様とのご相談の上決定させて頂きます。 

※基本的内容は、「業界情報」・「パチンコ運用」・「店舗全体運営」の内容が中心となります。 

※特化した、「パチンコ・係数管理運用特化セミナー」は、２回～３回（月１回）の連続開催を推奨です。 

＜その他＞：交通費（長野県長野市から）・宿泊費は別途請求となりますのでご了承くださいませ。 

～＜セミナーのカスタマイズ＞について～ 

【勉強会開催において、多岐に渡るセミナー内容を同時開催したい場合】等。弊社内容の他、「スロット運用」・「マー

ケティング情報」等々、内容のご希望がありましたらご相談下さい。同日（または別日）、別コンテンツの専門的講師

をプロデュースさせて頂きます。（※この場合、別途講師費用と諸経費が加算されますので、ご了承くださいませ） 

 

ＴＫＣ～【zoom オンラインセミナー】のご案内 

いよいよ＜「オンラインセミナー」への移行が検討される時代となりました。ＴＫＣにおいても随時対応させて頂く為、

『より早く』・『より詳しく』・『より安価に』をテーマに「ｚｏｏｍ」を使った【ＷＥＢセミナー】をご提供いたしております。 

今後訪れる「パチンコ時代」に対して、その実運用に必要な【数値把握とその活用術】における、「リアルタイム情報」

の提供と、担当者の「スキルアップ」は、今後の店舗営業に関する、＜パチンコの「収益構築」と「稼動維持」には、急

務であり必須＞であると考えております。 

数少ない【パチンコ専門アドバイザー】として、『パチンコ業界の皆様に貢献できれば』と思う次第です。 

 

●＜時間帯＝概ね２時間程度＞を基本として、各ご相談の上、対応させて頂きます。 

●＜費用＞につきましては、「１開催」または、「１会議参加」＜５万円（税別）＞となります。 

ぜひ、ご検討頂けますよう、お願い申し上げると共に、ご案内させて頂きます。 

 

 

＜ご検討＞及び＜お問い合わせ＞は、弊社代表「髙橋正人」まで、ご連絡下さいませ。 

【電話連絡】：（会社）026-256-9677 （携帯）090-3063-1757 
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有限会社 トータル・ノウ・コネクションズ����

住所：長野県長野市南堀５３０－５�� �7�(�/ ：������ �������� ���������� �� ���)�$�; ：������ �������� ������������ ��
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